
韓国人学習者の日本語の文字表記に見られる
音声項目の誤用――長母音を中心に――
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要 旨

韓国語と日本語は非常に似ている言語であるといわれており、学習者は他の外国語

より学習が容易であると感じる。しかし実際には困難をともなう学習項目もある。特

に発音は自分の母語による干渉が多い。また誤った発音を後から矯正するのも難しい

ことなので発音は学習初期の段階から定着させることが重要である。

本研究では学習者の日本語表記に現れる誤用の実態を分析することにより、学習者

の母語音声からの干渉に焦点を当てて、その実態を明らかにすることを目的とする。

韓国語学習者にとって習得と運用が難しいと思われる日本語の音声項目のリストを利

用し、日本語音声の習得度が表記に及ぼす影響について論じる。特に韓国人日本語学

習者にとって習得が難しいと思われる有声子音・無声子音・特殊拍を扱った。その結

果、従来の研究では清音・濁音の誤用が深刻とされていたが、今回の調査では長母音

の誤用も多く見られた。

音声教育と作文教育を連携させることにより、より正確性を高めることのできる教

育ができるものと考えられる。日本語の長音がなぜ難しいのかについてもさらに研究

が必要であろう。
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Ⅰ はじめに

韓国語と日本語は構造的に非常に似ている言語であると言われているにもかかわら

ず、韓国人の日本語学習者は間違いをおかす。間違いの原因は日本語に関する知識の

不足に起因することは言うまでもないが、「なぜそんな誤りが出てくるのか」と疑問

に思われることも多い。両言語が構造的に類似している場合は他の外国語より学習が

容易であると一般的に考えられるが、実際には困難を伴う学習項目もある。特に発音

は学習者の母語による干渉が多く、また誤った発音を後から矯正するのも難しいこと
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なので、発音は学習初期の段階から定着させることが重要である。

本論文では学習者の日本語表記に現れる誤用の実態を分析することにより、学習者

の母語音声からの干渉に焦点を当てて、その実態を明らかにすることを試みたい。す

でに数多くの先行研究において韓国人日本語学習者にとって習得と運用が難しいと指

摘されている日本語の音声項目のリストを利用して調査し、日本語音声の新しい教育

方法を求めたいと思う。

韓国人学習者における日本語の音声についてはこれまでさまざまな研究がなされて

きた。しかし、日本語音声の習得度が表記におよぼす影響についての議論は乏しい。

コミュニケーションの重要な手段である「書くこと」に及ぼす影響については、本格

的な議論はあまりなされなかったように思われる。

本研究では中・上級以上の韓国人日本語学習者（在日留学生）に日本語短作文の調

査を実施してその結果として現われた音声的問題項目と先行研究との比較を行い、考

察を加える。特に韓国人学習者にとって習得が難しいと思われる有声子音と無声子音、

及び特殊音素を扱いたい。そのうえで音声教育に対する新しい教授法とカリキュラム

を考えたい。

Ⅱ 先行研究

日本語教育においては一般に、学習者の発音をテストする機会が相対的に少なく、

音声指導があまり行われていないのが現状である。そのため、文法や語彙などほかの

言語能力が上級レベルになっても、音声の習得が進まない学習者も多く見られる。

１．特殊拍

学習者にとって習得が難しい日本語の音声項目の一つは特殊拍である。助川

（１９９３）が行った日本語学習者（１５カ国３２名、教育専門家対象）の発音傾向の調査で

も長音や促音などの特殊拍の問題が指摘されている。横井（１９９８）の調査でも同様の

結果が報告されているほか、日本語音声の中間言語研究において、特殊拍の知覚と産

出に関わる問題は、たびたび指摘されている（杉藤１９８９、戸田１９９８b、木村・中岡１９９０、

他）。

２．長母音の生成に関する先行研究

特殊拍の中でも、特に本稿で論じる長母音について先行研究をまとめる。まず、生

成に関して、鹿島（１９８９）は長音を対象にして、日本語話者３名とオーストラリア人

日本語学習者３名の発音の音響的な特徴を、持続時間とピッチの側面から検討した。

その結果、「外国人学習者の場合、長さに関しては、長母音を十分な長さで発音して

いないために日本語の特徴であるモーラ性が形成されていない。」（p．８０）と指摘し
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ている。粕谷・佐藤（１９９０）は、長音・二連母音と二重母音を音声学的に対照して日

本語話者と英語話者の発音を扱い、音響的な母音の渡り部分の持続時間の観点から検

討を加えている。その結果のなかで「日本語話者の場合、長音を含む音節の時間長が

含まない音節の時間長の常に二倍になるわけでもなく、二倍以下が普通で６０％程度の

延長でおわっていることもある。」（p．１８７）と述べている。土屋千尋（１９９２）ではモ

ンゴル人日本語学習者１人を対象に計５回の追跡調査を行い、日本語の韻律について、

日本留学前と日本留学後の発話の変化を比較検討した。その結果、「留学前、語末の

長母音が短母音より短く、語中の長母音が短母音より短い現象が見られたが、留学後、

日本人の発話中の長母音の長さに似てきたことが確認できた」（pp．１５７－１５８）と報

告している。

３．長母音の知覚に関する先行研究

次に長母音の知覚に関して、李（１９９２）では、日本語長母音の長さについて、韓国人

学習者５名の発音と日本語話者３名の発音を音響的に分析して対照研究を行った。そ

の結果、「長音節上（/cvR/）はほとんど差がなかったが、語全体の持続時間（/cvRcv/）

では、韓国人学習者の方が日本語話者より非常に長かった。そのようになったのは、

韓国人の閉鎖区間と後続音節の持続時間がかなり長いためである。」（pp．１７８－１７９）

と報告している。李（１９９３）では、方言が異なる韓国人学習者（全羅道方言話者１０名：

非ピッチ言語、慶尚道方言１０名：ピッチ方言）を対象に、日本語長母音の知覚実験（識

別実験）を行い、それぞれの結果と日本語話者の結果との比較分析を行った。また、

学習者の日本語長母音の識別において、方言の違いによる知覚差異があるかどうかに

ついても検討した。その結果、「両学習者とも日本人に比べ、長母音の識別の精度が

かなり低かった。しかし、長母音の識別において方言の違いによる顕著な差異は見ら

れなかった。」（p．１２）と述べている。皆川（１９９５）では、英語話者と韓国語話者を

対象に、日本語長音の知覚実験（弁別実験）を行い、母語特徴と日本語長音の知覚の

関連性について、また、語環境（長音位置、ピッチパターン）がどのように日本語長

音の知覚に影響を与えるかを検討した。その結果、「母音長の長短対立を持つ韓国語

話者にとって、対立を持たぬ英語話者より語中の長音の知覚が平易であったことより、

母語における母音の長短対立に関する特性が、長音の知覚に正の影響を与えていたか

らであると考えられる。また、語環境によって長音の知覚に難易差が確認され、語頭

より語末の長音が知覚されにくく、さらに長音部のピッチが Lであると知覚されに

くい」（pp．５６－５７）と報告している。前川・助川（１９９５）では、母語方言（ソウル、

慶 道、全羅道）が異なる韓国人学習者を対象に日本語長母音の知覚実験を行いピッ

チが知覚に及ぼす影響、学習者の方言差の存在、範疇知覚の存在について分析した。

その結果「日本語話者と韓国人学習者はいずれにおいても母音延長時間の増大にとも

なって長母音知覚の確率が増加していくことは共通しているが、増加のありさまは異
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なっている。すなわち韓国人学習者は日本語話者に比べて弁別精度が粗いということ

になる。また、ピッチと長母音の知覚関係については、ピッチが長母音の知覚に影響

を及ぼすことが実証されたといえる。なお日本語長母音の知覚において学習者の母音

方言の影響も観察されたと報告している。

４．有声子音・無声子音

また、有声子音・無声子音の混乱も度々指摘されている。山田（１９６３）、李明姫

（１９８６）、馬瀬 他（１９９７）、横山（１９９７）、中東（１９９９）などの多くの実験結果によ

ると、有声音・無声音の聞き分けは、語頭では困難だが、語中では困難ではないとい

う結果が出ている。これは、多くの学習者が、日本語の有声音・無声音の対立を「平

音・濃音」の対立と捉えているためだと解釈されている。ただし発音の面では濃音は

喉頭化音なので、母音間で「促音に聞こえたり、なんとなくぎこちないかたい感じの

発音に聞こえる」（梅田１９８５）ことがある。

以上の研究は生成や知覚に関する研究であって、音声を文字表記の面から扱ってい

る研究は乏しい。一つ注目できる研究は許晃会（１９９１）の韓国人日本語学習者の作文

に現れる片仮名表記の誤用例の調査があり、長母音に関する誤用の多さを報告してい

る。

そこで本稿においては、以上の先行研究をふまえつつ、日本語の作文に現れる文字

表記の状況を分析して学習者にとって習得が難しいとされる音声について研究し、よ

り効果の高い日本語音声教育法の開発につなげたい。

以下に調査と考察の詳細を述べる。

Ⅲ 調 査

１．調査語彙の選定

韓国人学習者にとってその習得と運用が難しいと予想されている日本語音声項目に

ついてはすでに多くの日本語教育研究者たちによる研究結果が報告されている。本研

究では特に李明姫（１９９１）、李炯宰（１９９２、１９９３、１９９７）、大室（１９９６）、前川（１９９７）

などの先行研究でも多く述べられている（１）清音と濁音（無声子音と有声子音）（２）特

殊音素（促音/Q/、長母音/R/、撥音/N/）（３）直音と拗音の項目に焦点をあてる。先行

研究を参考に、表１に掲げる調査対象語彙を選定した。調査対象となる音声項目は、

一つの語彙に重複して現れている場合も多い（例 か ん こく）。

２．調査方法と被調査者

韓国語の短い文を準備して、これを日本語で訳す課題を設定した。調査シートにお
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いては、表１にあるような日本語学習者が誤りやすい日本語単語が日本語訳文中に現

れるように、韓国語単語を選択・使用し韓国語文を準備した。韓国語文は全１３問であ

る。

調査後、被調査者による日本語訳文中に現れた誤りのある単語と音声項目との関係

を明らかにし、考察を加えた。以下に調査シート例を示す。

表１ 日本語短作文において誤りやすい音声項目別（１）の語例

清音�濁音 長音 促音 撥音 拗音�直音

①かんこく

②だいひょう

③たべもの

④こんしゅう

⑤がいこく

⑥じゅんび

⑦ごうかく

⑧しごと

⑨にんぎょう

⑩ねこ

⑪こんど

⑫じっけん

⑬けっきょく

⑭がっこう

⑮たんとう

⑯ともだち

⑰ゆうびんきょく

⑱どこ

⑲かんたん

⑳ぎょうじ

①だいひょう

②こんしゅう

③りょこう

④うんてんめんきょ

⑤ごうかく

⑥じゅけん

⑦いっしょ

⑧しゅるい

⑨にんぎょう

⑩けんきゅう

⑪がっこう

⑫ゆうびんきょく

⑬こうえん

⑭さんぽ

⑮しょうかい

⑯ぎょうじ

⑰おおきい

⑱おじいさん

⑲おばあさん

⑳おおさか

①しけん

②じっさい

③みっか

④ねこ

⑤にて

⑥じっけん

⑦がっこう

⑧ざっし

⑨きって

⑩かって

⑪あさって

①かんこく

②こんしゅう

③じゅんび

④にんぎょう

⑤けんきゅう

⑥たんとう

⑦しゃしん

⑧こうえん

⑨さんぽ

⑩でんしゃ

⑪かんたん

①だいひょう

②りょうり

③こんしゅう

④りょこう

⑤じゅんび

⑥じゅけん

⑦いっしょ

⑧しゅるい

⑨にんぎょう

⑩けんきゅう

⑪けっきょく

⑫しゃしん

⑬しょうかい

⑭ぎょうじ

（作文の書記形式を扱うのでひらがなで表示する）
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表２ 日本語作文に見られる誤用分析結果

音声項目誤用実態 誤用数 誤用割合

清音と濁音 清音の濁音化 ７６ １７％

濁音の清音化 １２５ ２８％

長音 添加 ６９ １５％

脱落 １０３ ２３％

促音 添加 ３７ ８％

脱落 ４ １％

撥音 添加 １ ０％

脱落 １ ０％

拗音と直音 拗音の直音化 １４ ３％

直音の拗音化 ８ ２％

その他 子音添加 ３ １％

子音交替 １０ ２％

合 計 ４５１ １００％

被調査者は日本語学校あるいは大学、大学院に在籍する韓国人日本語学習者１００名

である。調査時に日本に留学して１年以上で、レベルは中・上級以上である。出身地

は特に限定していない。

調査は２００３年７月から２００３年９月の期間に実施した。

３．調査結果

３．１ 総合結果

表２に誤用分析の結果を示した。これは回答の日本語短作文にみられた音声項目の

誤用数と誤用の割合（２）である。

韓国人日本語学習者の音声項目での誤りは先行研究で多く指摘されていたとおり最

も多かったのが清音・濁音、長音の項目である。清音・濁音、長音だけで全体の誤用

の８３％にのぼった。

清音と濁音の誤用は両者の取り違えとして出ており、その割合は合計４５％にのぼる。

長音の誤用は全体の誤用の３８％を占め、不必要な長音の添加が１５％、必要な長音の

脱落が２３％であった。

３．２ 清音と濁音の取り違え、長音の添加と脱落

図１にきわだって多かった二つの項目をグラフで表した。清音と濁音の取り違え、

長音の添加と脱落の状況が示されている。清濁の問題では濁音の清音化が清音の濁音

化の１．６倍あり、長音の問題では脱落が添加の１．５倍あった。
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表３ 長音の誤りの分析結果

順 単語 環境 誤答数 誤りのタイプ

１ だいひょう 語末 ３５ だいひょ 脱落

２ こんしゅう 語末 ６ こんしゅ 脱落

３ りょこう 語末 １８ りょこ 、りょうこう 脱、添

４ うんてんめんきょ 語末 ２０ うんてんめんきょう 添加

５ ごうかく 語中 ２ ご かく 脱落

６ いっしょ 語末 １９ いっしょう 添加

７ いじょう 語末 ９ いじょ 脱落

８ しゅるい 語中 ７ しゅうるい 添加

９ にんぎょう 語末 １６ にんぎょ 脱落

１０ けんきゅう 語末 １ げんきゅ 脱落

１１ がっこう 語末 ４ がっこ 脱落

１２ ゆうびんきょく 語中 ２ ゆ びんきょく 脱落

１３ こうえん 語中 ０

１４ さんぽ 語末 ２０ さんぽう、さんぼう 添加

１５ しょうかい 語中 １０ しょ かい 脱落

１６ ぎょうじ 語中 ９ ぎょ じ 脱落

１７ おおきい 語中 １ お きい 脱落

１８ おじいさん 語中 ０

１９ おばあさん 語中 ０

２０ おおさか 語中 １９ お さか 脱落

（作文の書記形式を扱うのでひらがなで表記する）

図１ 韓国人日本学習者の日本語作文に見られる音声項目（清音・濁音・長音）の誤用分析結果
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表３には、長音の誤りの具体例を「長音の脱落」と「長音の添加」の二つに分けて

示してある。

さらに長音の誤りのタイプを「語中」と「語末」に分けて調べたところ（表４）、

語中よりは語末において誤用が多く、脱落では語末が語中の３．５倍、添加では語末が

語中の１０倍という結果だった。

韓国語には母音の長短の区別が音韻的にはないので日本語での長短の弁別は難しい

ことが考えられる。そのため日本語を表記する際にも長音に関する誤りが多く、特に

添加よりも脱落の方が、また語中よりも語末の方が、誤りが多いことが明らかになっ

た。

４．考察

今回の韓国人学習者の日本語作文に見られる誤用調査では表２のように４５１件の誤

用があった。その中の最多４５％（２０１件）が清音・濁音の誤用であり、次は長母音で

３８％（１７２件）であった。この二つの項目の誤用が占める割合が８３％（３７３件）にのぼっ

ており、特にこの二つの項目が韓国人学習者の日本語作文に及ぼす影響が大きいこと

が確認できた。

（１）無声子音と有声子音

無声子音と有声子音の区別は韓国人日本語学習者にとって伝統的に学習と運用が難

しい項目である。韓国語では無声・有声の区別が弁別機能を持たず、特に語頭に有声

破裂音と有声破擦音が現れない。韓国語の破裂音・破擦音は平音（無声―無気音・有

声音―無気音）・激音（無声―有気音）・濃音（喉頭化した無声―無気音）という３項

対立で、有声性は弁別的特徴ではない。それが干渉して、カ・タ・パ・チャ行の区別

が混乱する。多くの先行研究によると有声音・無声音の聞き分けは語頭では混乱する

が、語中では混乱はないという結果が出ている。そのため、今回の調査においても最

表４ 長母音誤用タイプとその例

順 誤用タイプ 例

１ 長音の脱落

１０３件（６０％）

語末の脱落は８０件

語中の脱落は２３件

だいひょう→だいひょ、おおさか→おさか

２ 長音の添加

６９件（４０％）

語末の添加は６３件

語中の添加は６件

うんてんめんきょ→うんてんめんきょう

さんぽ→さんぽう
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も誤用が多かったと思われる。

（２）長音

二番目に誤用の多かったのが長音である。韓国語では母音の長短による音韻的な対

立は若干の語において現れるが、文字表記上には現れない。韓国語の長母音は自由母

音と言って、短母音に比べて少し長い程度で、日本語のように１拍相当（実際には０．６

～０．７拍程度）の長さをもつわけではない。

例

[bam]

[ba : m]（３）
[mal]

[ma : l]

[nun]

[nu : n]

[sol]

[so : l]

しかし、現代ソウル方言を話す３０代以下の人にはこの長短母音の弁別力はなくなっ

ている。

ここで、韓国人学習者の発音および聴取にあらわれる問題点を改めて整理しておき

たい。

①日本語の長母音を短母音のように短く発音する傾向があり、この傾向は特に語中よ

りは語末に多い。

②短母音を長母音のように長く発音する傾向がある。この傾向も特に語中よりは語末

に多い。

③長母音と短母音の聴取区別が困難である。

これらの問題は表記を調査した今回の調査結果とも一致していることから、表記に

見られる音声上の誤りを適切に指導することによって、従来の発音指導とは別の形で

の日本語音声の習熟度向上に寄与できる可能性がある。表記には学習者の認識状況が

明確に表れるため，表記に注意を向けさせることは，学習者に常に正確な認識を求め

ることになる。

日本語の長母音の場合、文字につく長音記号「ー」が長母音を表しており、長母音

のあるなしの認識は「ー」の表記のあるなし，視覚認識への置き換えによって区別で

きることになる。語を視覚的補助要素とともに記憶させることにより，音声産出に好

ましい結果をもたらすことが期待できる。

外国語の学習において必ず出てくる誤りは、そのつど直すだけではなかなか直らな

い。誤りを防ぐにはどうしたらよいか、どういう機械、教材を使ったらよいかを考え

る必要がある。その誤りが学習者の不注意から生じたものであれ、外国語に対する知

識の不足から生じたものであれ、それを分析し適切な対策を立てないと誤りは減らな

い。誤りの原因を究明して対策を立てることによってはじめて誤りを防ぐことが出来
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るのではないだろうか。

Ⅳ 結 論

本稿では中・上級以上の韓国人日本語学習者（在日留学生）に日本語短作文の調査

を実施してその結果現れた音声的問題項目と先行研究との比較を行い、考察を加えた。

その結果、韓国人日本語学習者の日本語作文に見られる誤用の大半は清音と濁音の区

別の誤りと長母音の添加と脱落に関するもので、今回の調査でも清音と濁音の区別に

関するものが４５％を占め、長母音に関わるものは３８％であった。従来の研究では清

音・濁音の誤用が深刻とされていたが、今回の調査では長母音の誤りも多く見られ、

日本語作文に及ぼす影響が非常に大きいことが明らかになった。したがって、これら

の音声項目の教育にもっと力を入れる必要があると思われる。

これまで、多くの先行研究によって、日本語の長音は韓国語を母語とする日本語学

習者にとって発音・聴取の両面において難しい音声であるという指摘がなされてきた。

しかし書くという、音声の認識状況が明瞭に表示される側面からなされた長音の誤り

についての研究は見当たらない。音声教育と作文教育を連携させることにより、より

正確性を高めることのできる教育ができるものと考えられる。そのためにはさらにこ

の面からの研究が進められる必要があると思われる。日本語の長音がなぜ難しいのか、

何が難しいのかについてもさらに研究が必要であろう。これが今後の課題であり，新

たな日本語音声教育法の開発をめざして研究を進めていきたい。

［注］

（１）韓国人学習者にとって習得と運用が難しいと予想される日本語音声項目に関する先行研究に

基づいて整理したものである。

（２）ここでの誤用の割合というのは今回調査した音声項目の単語の誤用を１００％にして割り出した

数字である。

（３）韓国語にも音の長さは単語の意味を弁別する力があって長音と短音の意味は違う。しかし、

長音の単語も日本語のmora音と同じく完全な１拍を持たない、語末になる場合（二音節以

下に来る場合）は例のように短くなる傾向がある。

例：

[ba : m] [ma : l]

[gumbam] [hangukmal]
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